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＜連絡事項＞

・薬事委員会で審議した、リスペリドンのデポ剤「リスパダールコンスタ（筋注用）」
の採用承認が下りました。

当面は必要時購入（在庫は置かない）と致しますので、事前に発注依頼をお願い
致します。

25ｍｇ：薬価23,520円

37.5ｍｇ：薬価30,997円

50ｍｇ：薬価37,703円

・病棟物品発注について、ダブっての発注目立っていますので、発注する際は発注

状況の確認をおこなってからにしましょう。

・病棟詰所内のパソコンの不具合見られ、本日修理伝票提出しています。

・お盆の外出・外泊の患者様に関して日清医療食品より、食数発注為、早めに人数
を把握したいとのことです。お盆外出・外泊がわかっている患者様は、7/31まで
に栄養までご連絡下さい。
又、薬剤に関しても外泊が火曜日(薬のセット日)にかかる際、連絡が必要となっ

てきますので忘れずに行っていきましょう。

· 外出泊希望患者様に用紙の記入をお願いする際、外泊訓練・家族交流と漠然とした理由の記入が目立ちます。外出泊前の目標確認の為にも具体的に記入をおこなっていくようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・柳杭田　かつ子様～昨日の問診にて、お盆外泊後、服薬調整を行う予定としている為、お盆外泊ができるのか御家族様に確認していくよう指示あります。御家族様は日中仕事されている為、本日の準夜勤務帯、連絡の取れなかった場合は、土・日にかけ連絡とっていくようにしましょう。その際、現在の状態についても説明をし、面会の促しをしていきましょう。

・板橋　雅勝様～7/18(土)　10時～16時、外出希望聞かれており許可おりています。

　　　　　　　　外出泊訓練をおこなっていますが、日中はリハプロ・作業を優先

し行い、外出訓練・疾病の勉強会はリハプロ・作業終了後行うか、

土・日を使い、対応出来るスタッフで協力しおこなっていくよう

にしましょう。

・大上　なみ様～本日、御家族様面会に来られています。

　　　　　　　　お盆外泊　8/13(木)13時～8/16(日)13時までの希望聞かれてお

り主治医より許可おりています。外泊の際に行う訓練について、

話合い、病棟内でも練習していきましょう。また、お礼や会話の

キャッチボールが不十分なため、目標設定をし練習しましょう。

＜皮膚科診察＞

・木村　梅子様～右頚部に湿疹見られています。掻痒感の訴えは聞かれていません。

　　　　　　　　急性湿疹との事でデルモゾールＧ軟膏2ｇ　1回/日　処方となっています。

　　　　　　　　水・金曜日は妄想に左右され、洗髪されていないことから、不潔傾向見られています。洗髪状況の確認と患部の観察をおこなっていきましょう。

・日向端　庸男様～両下肢の掻痒感の訴え聞かれ、本日の夕からタベジール２Ｔ

　　　　　　　　　２ⅹ１　７日分　処方となっています。

　　　　　　　　　患部の観察・掻痒感の有無の観察・確認をおこなっていきましょう。

＊８月１３日(木)はお盆であり、定期の診察日を８月１１日(火)を行う事とし、西病棟診察終了後、北病棟診察となります。当日のスタッフは西病棟へ野沢Drのお迎えお願いします。

＜担当スタッフ患者様評価・検討＞

・上村　みわ様～6/22看護計画立案しています。

＃１　体重測定時、テーブルにつかまり、片足を上げて測っている

目標：正常な体重が測定できる

　　　　　評価～現在でもテーブルにつかまり、また、繰り返し測定する行為が見られています。

　　　　　　　　スタッフの介入に対して｢お腹がでているんだよ。腿が太くて。｣と話す事はありますが、妄想に左右されている様子はありません。

　　　　　　　　8月まで継続し介入を継続していく事とします。

　　　　　　　　

・法霊崎　恵子様～肥満傾向見られ、体重減少を目的とし間食一日200kcalと本人様と決め、運動も行っていますが、体重の減少見られずにいます。

　　　　　　　　　本人様は痩せる必要がないと感じている事と、買物状況もカロリーの高い物を購入し、隠れて間食されている状況が続いています。

担当スタッフは今一度、生活習慣病と併せ体重・腹囲の値を患者様と一緒に考え、今後のプランを検討していってはどうか？の意見出ています。

＜注目患者様ケース検討＞

・五日市　規様～本日、腹部ＣＴ施行し、結石像、肝、胆の形態的異常は見られていません。

　　　　　　　　腹痛などの症状はなく、眼球横染も目立ちません。倦怠感軽度見られています。

　　　　　　　　主治医より、何らかの原因による肝炎(急性)は疑われるとの話しあります。本日、採血至急にて施行。薬剤治療として

　　　　　　　　レバラミン(100)３Ｔ

　　　　　　　　ウルソ(50)　　６Ｔ　　３ⅹnde　５日分　

　　　　　　　　昼より処方となっています。

　　　　　　　　本来であればベッド上安静となりますが、本人様のストレスも考慮し、本人の希望する以外は棟内にての食事とします。

　　　　　　　　入浴・トイレは可となっています。

又、食事は低カロリー・高タンパク質がベストな為、脂質異常症食に変更となっています。

　　　　　　　　バイタル測定は毎日おこないましょう。

明日、猪股医師に情報提供をすると共に、安静度については20日(月)Ｄｒ田名部へ確認していく事となっています。

　　　　　　　　今後は便が白くなる可能性あったり、尿がオレンジ系になる可能性ありますので、本人様への確認をしていきましょう。

　　　　　　　　内科的病状によるストレスから精神症状が出現する可能性があります。精神症状の観察、夜間の睡眠状況の確認・眼光の鋭さ等に注意し観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　

＜勉強会＞

衛生管理（環境整備の視点から）

音喜多　恵

＜衛生とは＞

衛生とは通常、清潔(視覚的、官能的、細菌、生物、理化学的に好ましい状態)という意味でよく使われていますが、二つの文字の意味から考えると、生命・生活を衛るという言葉である事が分かります。

＜環境整備とは＞

環境整備とは、規律、清潔、整頓、安全、衛生の五つの活動を行う事。

＜環境衛生の例として＞
「照度及び照明環境」「騒音環境」「空気環境」「水環境」「清潔環境」（カーペット等の汚れや破損の有無、飼育動物の施設・設備の汚れや破損の有無）「水飲み・洗口・手洗い場・足洗い場の環境」「ごみの処理の環境」「害虫の環境衛生」が挙げられます。

＜環境整備を行う目的＞

環境整備を行う目的として、感染予防の為・患者様に衛生的、快適な環境を提供

する為、患者様の安全を守る為、また、環境整備を行う事でスタッフも気持ち良く業務が出来るといった事などが挙げられます。

＜清掃のポイント＞

・毎日の清掃が感染防止の最も有効な方法→清掃は感染対策のキーワード

・清掃に消毒剤は不要。普通の拭き掃除が一番。→必要に応じて消毒剤を使用する。

　　　　　　　　　　　↓

しかし、当院は医療機関であり、誰もが感染性の病原体を持っているかもしれないという観点から、清掃時ハイター希釈液を使用しています。

・清掃は、病室の奥から出口に向かって行う。

・掃除の基本は毎日手を触れるところ。→ドアノブ・手すり・ベッド柵・キーボード・マウス等

・濡れたままのモップは病原体の巣→使用後のモップは必ず洗剤で洗浄し、ハイターで消毒してしっかり乾燥させる。

・ホコリがたまらないように毎日の清掃の徹底が必要。

・室内は整理整頓し、清掃しやすい状況を。→床に物を置かないこと。床に置いた時点で、その物は病原体に汚染されている。（布団・シーツ・タオル・かばん・ベッ　ド柵等）

・掃除の要はホコリをたてないこと

・ホコリは病原体の巣→病原体は乾燥したホコリの中でも長期間生存する。

＜これからの時期に起こるトラブル＞

●食中毒について

　≪食中毒予防の3原則≫

①細菌をつけない（洗浄・消毒）⇒手指や器具類の洗浄・消毒や、調理器具を用途別に使い分ける事などが必要。

②細菌を増やさない（迅速・冷却）⇒食材は冷蔵庫に保管し、調理は迅速に、また調理後は早く食べる事が大切。

③細菌を殺す（加熱・殺菌）⇒加熱する食品は中心まで十分加熱する。また調理器具は洗浄後、熱湯や塩素剤などで消毒する。

冷蔵庫の衛生

・冷蔵庫内部を台拭きで拭き、ドアの外側や側面、上部を上拭き雑巾で拭く。

また、霜がついていると冷蔵庫内が冷えにくくなる為、定期的に冷蔵庫内の霜取りを行う事も必要。

・食中毒予防の為、患者様が入れている食品の消費期限・賞味期限が切れていないか確認する。賞味期限が切れている場合は持ち主の患者様に声を掛け、処分して頂く。

　

医療・福祉施設は、施設スタッフ、患者・利用者、その他の訪問客、さらに物品類が毎日頻繁に出入りする為、微生物による汚染が起こりやすいと言えます。 微生物は目には見えない為、一見きれいに見える施設でも色々な微生物に汚染されている事が考えられます。これは人間にも同じ事が言えます。

その為、医療・福祉施設では、普段からマニュアルに基づいて施設環境の衛生管理を行い、感染予防に努める事が必要となります。

















































